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今 Π の 小 児 治 療 指 針 第 1 4 版 口 唇 製 .
火 関 武 彦 ほ か 網 i ) . 真 . 柳 秀 昭 ( 分 担 ) ,
Π . 調 査 報 告 書 ( 科 研 費 報 告 書 な ど )
1 . 昭 和  5 6 ~ 5 8 年 度 利 , 学 研 究 費 補 助 金 仔 怠 合 研 究 ( A ) ) 研 究 成 果 張 告 志
「 1 歳 6 力 月 児 歯 科 ・ 健 診 に 関 す る 疫 学 的 研 究 」
祖 父 江 鎮 雄 . 及 川 清 , 甘 利 英 一 , 真 柳 秀 昭 ほ か , 1 9 8 4 午 3 月
2 . 昭 和 6 1 ・ 能 年 度 利 ・ 学 研 究 贄 補 助 金 ( 一 般 研 究 C ) 研 究 成 果 報 告 〒 島
「 口 腔 習 癖 に よ る 機 能 型 乳 歯 列 不 正 皎 合 が 永 久 歯 列 皎 合 に 及 ぼ す 影 祥 」
真 1 夘 秀 昭 . 櫻 井 聡 . 大 西 暢 子 . 門 馬 祐 子 , 1 9 8 8 年 3 月
3 . 平 成 3 ~ 5 年 度 利 ' 学 研 究 費 補 助 金 ( 一 般 研 究 B ) 研 究 成 果 報 告 書
「 同 一 個 体 に お け る 乳 歯 列 と 永 久 歯 列 の 歯 利 ・ 疾 患 の 相 関 性 に つ い て 」
真 . 御 秀 昭 , 山 田 忠 子 , 加 納 能 理 子 . 1 9 9 4 年 3 月
4 . 平 成 6 ・ 7 年 度 利 ' 学 研 究 豊 補 助 金 ( 一 般 研 究 C ) 研 究 成 果 報 告 書
「 低 濃 度 弗 素 環 境 下 に お け る 乳 歯 棚 蝕 減 少 の 実 験 疫 学 的 研 究 」
真 柳 秀 昭 , 畑 真 二 , 畑 弘 子 , 1 9 9 6 年 5 打
5 . 平 成 6 ~ 8 年 度 科 学 研 究 費 補 助 令 ( 基 継 研 究 ( A ) ( 1 ) ) 研 究 成 果 報 告 書
「 幼 若 永 久 歯 の 総 合 的 研 究 」
長 坂 信 夫 , 五 十 嵐 消 治 , 小 U 春 久 . 甘 利 英 一 , 神 山 紀 久 男 . 真 娜 秀 昭 ほ か ,
1 9 9 7 年 3 円
6 . 平 成 1 3 ~  1 5 年 度 利 ご 戸 研 究 豊 柿 助 金 ( 基 盤 研 究 ( B ) ( 2 ) ) 研 究 成 果 報 告 書
「 代 用 糖 に よ る プ ラ ー ク 細 菌 の 師 蝕 誘 発 能 の ロ ン ト ロ ー ル に 関 す る 県 仟 雌 的 研
ヲ 〔 」
真 柳 秀 昭 , 高 橋 信 脚 , 畑 真 、 ニ , 松 U _ 1 順 子 , 佐 藤 拓 ・ , 2 0 0 4 午 5 月
Π 芸 裂
2 0 0 6 、 1 矢 学 舌 院
Ⅲ . 研 究 論 文 ( 単 独 執 筆 , 共 同 執 筆 )
1 .  T r i 、 n 、 B u t y l b o r a n を 重 合 朋 始 剤 と す る 貝 師 更 性 レ ジ ン に 関 す る 蹄 訂 末 的 研 究
( 第 2 ゛ 脚 乳 歯 充 填 例 に お け る 辺 縁 の 状 態 に つ い て
山 下 浩 , 荻 野 昭 夫 , 神 Ⅱ _ 1 紀 久 男 , 真 柳 秀 昭 , 小 児 歯 利 ・ 学 雑 誌 , 9  ( 2 )
1 5 8 , 1 9 7 1










保育園児の oralHabH に関するi凋査第 1報 oralHabit の発生について
神山紀久男,真柳秀昭.斉藤峻,五十嵐公英.塚田昇.小児歯利'学雑誌.
13 (D :36-41,1975





























仙 台 市 北 地 区 内 保 育 園 児 の う 蝕 櫂 患 一 6 年 間 の 推 移 に つ い て ー
青 山 庸 子 , 小 林 " 子 . 真 柳 秀 昭 , 神 1 _ 1 1 紀 久 男 . 小 児 歯 科 学 雑 誌 , 1 7  ( 2 )
1 9 1 - 2 0 4 . 1 9 7 9
C r o w n D i s t a l S 1 ⑩ e  保 隙 装 置 の 臨 床 的 観 察 ( 第  1 幸 脚
真 柳 秀 昭 , 神 山 紀 久 男 , 東 北 大 学 歯 学 研 究 . 6 : 1 - 9 . 1 9 7 9
保 育 園 児 の 棚 蝕 櫂 患 に 関 す る 研 究 一 在 鬮 期 間 が 乳 歯 猷 蝕 櫂 患 に 及 ぼ す 影 響 一
小 林 雅 子 , 典 椥 秀 昭 , 柳 山 紀 久 男 . 小 児 歯 利 ・ 学 雑 誌 、  1 9  ( 1 ) : 1 3 6 - 1 4 4 ,




幼 児 に お け る 刷 揣 指 導 効 果 の 経 n 寺 的 変 化 に つ い て
山 田 恵 子 , 猪 狩 和 子 , 千 田 隆 一 , 真 柳 秀 昭 , 小 児 歯 利 ・ 学 雑 誌 . 1 9  ( 2 ) : 2 兜 ・
3 0 2 , 1 9 8 1
先 天 性 鯉 原 性 嚢 胞 に 起 因 し 巨 舌 を 伴 っ た 下 顎 骨 変 形 症 の 1 例
金 田 一 純 子 , 菅 原 準 二 , 小 菅 尚 規 , 坂 本 敏 彦 , 守 谷 友 一 , 藤 田 靖 . 真 御 秀 昭 ,
小 リ ι 歯 科 学 雑 誌 . 1 9  ( 3 ) : 4 3 1 - 4 4 0 , 1 9 8 1
後 継 永 久 歯 脛 の 位 置 異 常 に よ る 第 2 乳 臼 歯 埋 伏 の 1 症 例
千 田 隆 一 , 千 葉 様 子 , 斉 腰 峻 、 真 柳 秀 昭 , 小 児 歯 利 ご , 判 蛎 志 , 2 0  ( D  : 7 4 - 8 0 .
1 9 8 2
肢 体 不 白 由 児 施 設 内 診 療 室 に お け る 6 午 問 の 歯 科 治 療 経 験 一 凱 蝕 櫂 戀 状 況 の
変 化 と 全 身 麻 酔 下 治 療 一
五 十 嵐 公 英 , 千 田 隆 一 , 猪 狩 和 ・ 子 , 山 田 恵 、 子 , 斉 藤 峻 , 真 . 柳 秀 昭 , 神 山
紀 久 男 . 小 児 歯 利 ・ 学 判 歸 志 , 2 1  ( D  : 5 2 - 6 5 . 1 9 8 3
保 育 園 児 に お け る 乳 歯 樋 蝕 の 減 少 に つ い て 一 仙 台 市 北 地 区 内 保 育 園 児 1 0 年
問 の 検 診 結 果 か ら ー
真 柳 秀 昭 , 吉 田 康 子 , 山 田 恵 子 , 猪 狩 和 子 , 千 田 隆 一 . 袖 山 紀 久 男 . 小 児 歯
科 学 雑 誌 , 2 2  ( 1 ) : 1 5 2 - 1 6 6 . 1 9 8 4
1 歳 6 力 月 児 歯 科 健 診 に 関 す る 研 究 一 歯 弔 柏 勺 実 態 調 査 結 果 に つ い て ー
祖 父 江 鎮 雄 , 及 川 沽 , 甘 利 英 一 , 真 柳 秀 昭 、 深 田 英 朗 , 檜 垣 旺 夫 , 長 坂
信 夫 , 西 里 予 瑞 穂 , 吉 田 稜 , 小 児 歯 科 学 雑 誌 , 2 2  ( 1 ) : 2 0 7 - 2 2 2 , 1 9 8 4
1 歳 6 力 月 児 歯 科 健 診 に 関 す る 研 究 一 歯 科 的 実 態 調 査 結 果 の 増 令 的 変 化 一
祖 父 江 鎖 雄 , 及 川 清 , 甘 ' 利 英 一 , 真 柳 秀 昭 , 深 田 英 朗 , 檜 垣 旺 夫 , 長 坂
































Denlal caries in swedish 4・year・old children : changes beNeen 1967 and
1987












外 来 患 者 の 初 診 時 問 診 並 び に 口 腔 診 査 に よ る 実 態 調 査 に つ い て 第 1 報 過
去 の 調 査 と の 比 較
小 関 敦 子 , 力 酬 杓 能 理 子 , 山 田 恵 子 , 桜 井 聡 . 大 西 暢 子 , 工 吋 夘 秀 昭 , 神 山
紀 久 男 , 小 児 歯 科 学 雑 ; 志 , 2 7  ( 2 ) : 4 5 7 - 4 6 6 . 1 9 8 9
外 来 患 者 の 初 診 時 問 診 並 び に 口 腔 診 査 に よ る 実 態 調 杏 に つ い て 第 2 報 生
活 習 慣 と 概 蝕 櫂 患 状 況 と の 関 連
力 山 豹 能 理 子 , 小 関 敦 子 , 山 田 恵 子 , 桜 井 聡 , 大 西 暢 子 , 真 御 秀 昭 . 神 山
紀 久 男 , 小 児 歯 利 、 学 判 館 志 . 2 7  ( 2 ) : 4 6 7 - 4 7 4 , 1 9 8 9
低 粘 稠 性 コ ン ポ ジ ッ ト レ ジ ン の 臨 床 的 観 察
真 御 秀 昭 , 門 馬 祐 子 , 畑 弘 子 , 大 西 暢 子 , 神 山 紀 久 男 , 千 葉 俊 一 , 竹 村
衿 子 . 小 児 歯 利 ・ 学 雑 i 志 , 2 7  ( 2 ) : 4 乃 ・ 4 8 6 , 1 9 8 9
開 皎 を 有 す る 小 児 の 歯 列 弓 形 態 ・ 1 安 合 状 態 の 乳 歯 列 期 内 に お け る 変 化 に 関 す
る 研 究
斉 藤 徹 . 五 十 嵐 博 恵 , 猪 狩 和 子 , 千 葉 秀 樹 , 貞 御 秀 昭 、 神 山 紀 久 男 . 小 児
歯 利 ・ 学 雑 誌 , 2 8  ( 4 ) : 9 9 6 - 1 0 1 3 , 1 9 9 0
D e n t a l  h e a l t h  b e h a v i o r  i n  s c h o o l c h i l d r e n  i n  H o u s t o n ,  u m e 含 ,  S 五 O  p a u l o  a n d
S e n d a i
Y a n 〕 a d a ,  K . ,  M a y a n a g i ,  H . ,  s u g i m o t o ,  F . ,  s e b e r n ,  M . ,  w i r e Ⅱ ,  S . ,  K a m i y a m a ,
K . ,  p e d i a t r i c  D e n l a u o u r n a l , 2  ( 1 ) : 9 3 - 1 0 1 . 1 9 9 2
光 重 合 型 小 禽 裂 溝 填 塞 材 の 臨 床 成 績
加 納 能 理 子 , 真 御 秀 昭 , 斉 藤 徹 , 神 山 紀 久 男 , 小 児 歯 科 学 雑 誌 , 3 0 ( 3 )
6 2 4 - 6 3 3 , 1 9 9 2
乳 臼 歯 Ⅱ 級 鴛 洞 に 応 用 し た コ ン ポ ジ ッ ト レ ジ ン の 臨 床 的 観 察
真 柳 秀 昭 , 門 馬 祐 子 , 神 山 紀 久 男 , 小 児 歯 利 ・ 学 雑 誌 , 3 1 ( 1 ) : 6 9 - 8 0 , 1 9 9 3
C r o s s 、 s e c t i o n a l  c o m p a r i s o n s  o f  c a r i e s  t i m e  t r e n d s  i n  n u r s e r y  s c h o o l  c h i l d l ' e n
i n  s e n d a i ,  J a p a n
M a y a n a g i ,  H . ,  s a l t o ,  T . ,  K a m i y a m a ,  K . ,  c o m m u n i t y  D e n t  o r a l  E p i d e m i 0 1 , 2 3
( 6 ) : 3 " ・ 3 4 9 , 1 9 鮖
保 育 園 児 の 前 歯 部 皎 合 状 態 と 口 腔 習 癖 に 関 す る 2 2 年 の 推 移 一 仙 台 市 保 育 剛
児 に お け る 断 面 調 査 の 比 較 一
青 菜 達 夫 , 真 . 柳 秀 昭 , 神 山 紀 久 男 , 東 北 大 学 歯 学 雑 i 志 , 1 4  ( 2 ) : 1 兜 ・ 2 0 0 ,



















Developmenl of intel'globular dentine in rat molars and its relation to
maluralion of enamel







Hypopl〕osphatasia :1dentification otfive novelmissense mulations (G507A.
G705A, G748A, T1155C, G1320A) in lhe lissue・nonspecific alka11ne
Phosphatase gene amongJapanese patients
Goselくi・sone, M., orin〕0, H「 limura, T., Talくagi, Y., watanabe, H.,1aketa, K.,


















ラ ッ ト 三 叉 神 経 節 に お け る 舌 機 械 受 容 ニ ュ ー ロ ン の 反 応 特 性
小 松 偉 二 , 田 ゛ 揣 孝 共 , 林 治 秀 , 真 柳 秀 昭 . 歯 科 1 圭 l i 整 医 学 会 刈 氏 志 , 4 0  ( 3 )
1 7 9 - 1 8 6 . 1 9 9 8
N a g i Ⅱ e 症 候 群 児 4 例 の 歯 利 旧 り 所 見 と 口 腔 管 理
猪 狩 和 子 、 黒 田 洋 史 , 真 柳 秀 昭 , 小 児 歯 利 ・ 学 判 儲 志 , 3 6  ( 5 ) : 9 3 2 - 9 3 8 , 1 9 9 8
O r a l f i n d i n g s  a n d  l o n g i 1 Ⅱ d i n a l  o b s e 1 叉 7 a t i o n s  i n  a  p a t i e n t  w i t h  E 1 1 i s ・ v a n  c r e v e l d
S y n d r o m e  :  A  c a s e  r e p o r t
1 く a n o u ,  N . , 1 g a r i ,  K . ,  M a y a n a g l ,  H . ,  K o c h i ,  S . ,  p e d i a t r i c  D e n t a l J o u r n a l , 9 : 1 2 5 ・
1 3 3 , 1 9 9 9
T a n p o r o m a n d i b u l a r  d i s o r d e r s  a s s o c i a t e d  w i t h  a  m a n d i b u l a r  f u n c t i o n a l  s h i f t
b y  s c l s s o r s ・ b i t e  :  a  c a s e  r e p o r t
H a t a ,  S . ,  s a s a l d ,  K . ,  X 八 l a t a n a b e ,  M . ,  K a m i y a m a ,  K . ,  M a y a n a g i ,  H . ,  p e d i a t r i c
D e n t a l  J 0 田 ' n a l , 9 : 1 3 9 - 1 4 5 , 1 9 9 9
I m l n u n o h i s t o c h e m i c a l  s t u d y  o n  a p o p t o s i s  a n d  c e 1 1 1 〕 r 0 1 迂 e r a t i o n  i n  t h e  l i n i n g
e p i t h e l i u m  o f  山 y r o g l o s s a l d u d  c y s l s
Y o s h i d a ,  M . ,  K u m a l n o t o ,  H . ,  o o y a ,  K . ,  M a y a n a g i ,  H . ,  o r a l  M e d i c i n e  &
P a t h o 】 o g y , 4  ( 2 ) : 4 7 - 5 4 , 1 9 四
P h e n y t o i n  a n d  i t s  m e l a b o l i t e , 5 ・ ( 4 ・ H y d r o x y p h e n y D  ・ 5 ・ p h e n y l h y d a t i o n ,  s h o w
b o n e  r e s o r p t i o n  i n  c U 1 1 U r e d  n e o n a t a 1 1 n o u s e  c a l v a r i a
T a k a h a s h i ,  A . ,  o n o d e r a ,  K . ,  s h i n o d a ,  H . ,  M a y a n a g i ,  H . ,  J a p a n e s e  J o u r n a l  o f
P h a r m a c 0 1 0 g y , 8 2 : 8 2 ・ 8 4 , 2 0 0 0
E l e v a t i o n  o f  h i s t i d i n e  d e C ω ' b o x y l a s e  a c l i v i t y  i n  t h e  l n a n d i b l e  o {  m i c e  b y
P r e v o t e 1 1 a  i n t e r m e d i a  l i p o p o l y s a c c h a r i d e  a n d  i t s  a u g m e n l a l i o n  b y  a n
a m i n o b i s p h o n a t e
F u n a y a l n a ,  H . ,  M a y a n a g i ,  H . ,  T a k a d a ,  H . ,  E n d o ,  Y . ,  A I ' c h i v e s  o f  o r a l  B i 0 1 0 部 .
4 5 : 7 8 7 ・ 7 9 5 , 2 0 0 0
V a l i d a l i o n  o f  h a r d n e s s  m e s u r e m e n t  o f  d e n t a l  h a r d  t i s s u e  u s i n g  a  l a c t i l e
S e n s a l ' : 1 n  v i t r o  s t u d y
H a t a ,  S . ,  H a t a ,  H . , 0 、 v a t a ,  S . ,  H o n d a ,  K . ,  M a y a n a g i ,  H . ,  p e d i a t r l c  D e n l a l
J o u r n a l , 1 0 : 1 4 9 - 1 2 4 , 2 0 0 0
E l e c t o r o m y o g r a p h i c  a n a l y s i s  o f  o r b i c u l a r i s  o r i s  m u s c l e  a n d  m a s t i c a t o r y
m u s c l e s  d u r i n g  s w a 1 1 0 w i n g  i n  p a t i e n t s  w i t h  D o w n  s y n d r o m e
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真 1 夘 秀 昭 , 歯 科 ・ ジ ャ ー ナ ル , 1 1  ( 4 ) : 4 5 9 - 4 6 8 , 1 9 8 0
3 . 幼 児 に お け る 刷 掃 指 導 効 果 の 経 時 的 変 化 に つ い て
山 田 恵 子 , 猪 狩 和 子 , 下 田 隆 一 . 真 椥 秀 昭 , ク イ ン テ ッ セ ン ス ィ ヤ ー ブ ッ ク
1 9 8 2 ,  P P . 1 0 5 - 1 1 7
4 . 乳 歯 列 期 に お け る 不 正 皎 合 ( 特 集 : 口 腔 の 健 康 と 不 正 皎 合 )
真 柳 秀 昭 . 歯 界 展 望 , 6 3  ( フ ) : 1 4 4 1 - 1 4 5 1 , 1 9 8 4
5 . 口 腔 検 診 の 進 め 方 と 問 題 点 : う 蝕
真 柳 秀 昭 ( 分 担 ) , 檜 垣 旺 夫 ・ 祖 父 江 鎮 雄 編 , 乳 幼 児 歯 利 ・ 健 診 の 指 針 一  1 歳
6  力 月 ↓ せ 歯 利 イ 建 診 の ポ イ ン ト ー 、 書 林 , 1 9 8 6 ,  P P . 6 4 - 6 8
6 . 歯 科 衛 生 士 の た め の 歯 科 用 語 小 辞 典 臨 床 編
真 柳 秀 昭 ( 分 担 ) , 栢 豪 洋 ・ 内 村 登 ほ か 編 , ク イ ン テ ッ セ ン ス 出 版 ,
1 9 8 7
7
痛 み を 軽 く す る た め に 一 特 に 配 慮 す る 症 例 一 小 児 の 場 合
支 柳 秀 昭 . デ ン タ ル ダ イ ヤ モ ン ド 増 ・ 刊 号 「 歯 科 に お け る 痛 み 」 . 1 3  ( 8 )
2 4 6 - 2 4 9 . 1 9 8 8
ス ウ ェ ー デ ン に お け る 粘 神 発 達 遅 滞 児 の た め の 歯 利 , 医 療
真 1 夘 秀 Π 召 ,  L a r s M a t s s o n , 歯 界 展 望 , 7 3  ( 5 ) : 1 1 6 3 - 1 1 7 2 , 1 9 8 9
わ が 国 の 小 児 に お け る 歯 科 疾 患 の 現 状
, オ 夘 秀 昭 , 東 北 大 学 歯 学 雑 誌 , 1 5  ( 2 ) : 1 1 5 - 1 2 7 , 1 9 9 6
小 児 の 口 腔 を 診 る ( 特 集 口 の 中 を 診 る )
真 柳 秀 昭 ,  J I M  ( 総 合 診 療 誌 ) , 6  ( 1 の : 9 0 0 , 1 9 9 6
幼 児 期 に 起 こ り ゃ す い 歯 と 口 の 病 気
真 柳 秀 昭 仏 N 助 , 歯 と Π の 健 康 百 利 ・ 一 家 族 み ん な の 健 康 の た め に ー , 医 歯
薬 出 版 , 1 9 9 8 ,  P P . 1 5 6 ・ 1 6 5
8
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12 歯の痛み,1悦臼,破折/歯肉・口のなかの*占膜の病気
真柳秀昭(分担),安井利一監修子どものための歯と口の健康づくり.医
歯薬出版,2000, PP.61-64
小児歯科外来で見られた歯チ斗金属アレルギー
高橋薫,真御秀昭,小児歯翆地語床叢書②難治疾患患児の歯科心り対応,東京
峅床出版,2003, PP.179-186
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